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工   種 項  目 管理基準値(㎜) 
(参 考) 

規格値(㎜) 
測 定 基 準 

１ 

共 

通 

工 

事 

掘削 

基準高(V) 

◯±   65 ◯±  100 線的なものについては

施工延長おおむね 50ｍ

につき１箇所の割合で

測定する。 

上記未満は２箇所測定

する。 

箇所単位のものについ

ては適宜構造図の寸法

標示箇所を測定する。 

幅(W) 

基準幅、 小段幅等 

 ◯＋ E

A 300  A◯－ E

A 100 A◯－E

A 150 

法長(L) 

法長５ｍ未満◯±  125 

 〃 ５ｍ以上◯±E

A 2.5％ 

A◯－E

A 200 

A◯－E

A  4％ 

施工延長 

A◯－E

A 200 

盛土 

基準高(V) 

A◯±E

A 65 A◯±E

A 100 上記と同一。 

幅(W) 

天端幅、 小段幅等 

A◯＋E

A 300  A◯－E

A 100 A◯－E

A 150 

法長(L) 

法長５ｍ未満◯±   65 

 〃 ５ｍ以上◯±E

A 1.3％ 

A◯－E

A 100 

A◯－E

A  2％ 

施工延長 

A◯－E

A 200 
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管  理  方  式 

測 定 箇 所 標 準 図 摘  要 

管理図表に

よるもの 

(様式 2-1、 

 2-2) 

結果一覧表

によるもの

(様式 3-1) 

構造図に朱

記、併記す

るもの 

基準高、幅、

法長で20点

以上のもの 

左記のもの

で20点未満

のもの 

左記のもの

で箇所単位

のもの 

Ｗ２ Ｗ２

Ｌ２ 

Ｌ２ 
Ｌ３

Ｌ１ 

Ｗ１ 

ｖ

土砂

岩
Ｌ１ 

ＣＬ

同   上 同   上 同   上 余盛を指定し

た場合は余盛

計画高により

管理する。 

Ｌ２ 

Ｌ１ 

ｗ１

ｗ２
Ｌ３ 

Ｖ

Ｃ Ｌ
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工   種 項  目 管理基準値(㎜) 
(参 考) 

規格値(㎜) 
測 定 基 準 

１ 

共 

通 

工 

事 

栗石基礎 

砕石基礎 

砂基礎 

均しコンクリ

ート 

幅(B) 

栗石基礎、砕石基礎 

◯－E

A 130 

砂基礎、均しコンクリ

ート    ◯－  65  

◯－ E

A 200 

A◯－ E

A 100 

線的なものについては

施工延長おおむね50ｍ

につき１箇所の割合で

測定する。 

上記未満は２箇所測定

する。 

箇所単位のものについ

ては適宜構造図の寸法

標示箇所を測定する。 

厚さ（T） 

栗石基礎、砕石基礎、

砂基礎   ◯－  30 

均しコンクリート 

◯－E

A  13 

A◯－ E

A  50 

A◯－ E

A  20 

施工延長 

A◯－ E

A 0.2％、 

ただし延長 50ｍ

未満 ◯－ 100 

コンクリート

付帯構造物 

コンクリート

基礎 

コンクリート

側溝 

コンクリート

管渠 

横断構造物 

コンクリート

擁壁 

その他上記に

準ずるもの 

基準高(V) 

◯±E

A  30 A◯± E

A  45 線的な構造物について

は施工延長おおむね 20

ｍにつき１箇所の割合

で測定する。 

上記未満は２箇所測定

する。 

箇所単位のものについ

ては適宜構造図の寸法

標示箇所を測定する。 

幅(B) 

A◯±E

A  20 A◯－ E

A  30 

厚さ(T) 

部材厚 30㎝未満 

  ◯＋  15 ◯－   13 

〃  30 ㎝以上 

  ◯＋E

A  20 A◯－ E

A  15 

A◯－ E

A  20 

A◯－ E

A  25 

高さ(H) 

２ｍ未満 ◯±  20 

２ｍ以上 ◯±   30 

◯－ E

A  30 

A◯－ E

A  45 

施工延長 

(又は長さ) 

A◯－ E

A 0.1％、 

ただし延長 

  2ｍ未満 A◯－E

A  30 

 10ｍ 〃  A◯－E

A  50 

 50ｍ 〃  A◯－E

A 100 

200ｍ 〃  A◯－E

A 200 
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管  理  方  式 

測 定 箇 所 標 準 図 摘  要 

管理図表に

よるもの 

(様式 2-1、 

 2-2) 

結果一覧表

によるもの

(様式 3-1) 

構造図に朱

記、併記す

るもの 

― 重要構造物

の基礎のみ

及び施工延

長 

左記のもの

で箇所単位

のもの 

管水路の基礎
は「8 管水路
工事の管体基
礎工(砂基礎
等)」による。 

基準高、幅、

厚さ、高さ

で20点以上

のもの 

左記のもの

で20点未満

のもの又は

構造図に朱

記、併記す

ることが困

難なもの 

及び施工延

長 

箇所単位の

構造物につ

いて、基準

高、幅、厚

さ、高さ 

Ｂ 

Ｔ 
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工   種 項  目 管理基準値(㎜) 
(参 考) 

規格値(㎜) 
測 定 基 準 

８ 

管 

水 

路 

工 

事 

管水路 

(硬質ポリ塩

化ビニル管) 

基準高(V) 

A◯±E

A 30 A◯± E

A  50 設計図書に示された基

準高、あるいは埋設深、

中心線のズレ(直線部)

については施工延長お

おむね 50ｍにつき１箇

所の割合で測定する。 

中心線のズレ(曲線部)

についてはおおむね 10

ｍにつき１箇所の割合

で測定する。 

上記未満は２箇所測定

する。 

埋設深(H) 

A◯＋E

A  65 A◯－ E

A 35 A◯－ E

A  50 

中心線の 

ズレ(e) 

A◯±E

A 80 A◯± E

A 120 

施工延長 

A◯－ E

A 0.1％、 

ただし延長 

200ｍ未満 A◯－E

A 200 

管水路 

(鋼管) 

管種等の適用範囲は原則として下記による。 

管   種  ＪＩＳ Ｇ 3443-1(水輸送用塗覆装鋼管－第１部：直管) 

  ＷＳＰ Ａ-101-2009（農業用プラスチック被覆鋼管） 

寸   法  80A～3500A 

塗覆装方法  管 外 面   長寿命形プラスチック被覆とする。 

  管 内 面   エポキシ樹脂塗装とする。 

 なお、塗覆装方法の詳細は、別表カのとおり

とする。 

接 合 法  突き合わせ溶接継手とする。 

工   法  通常の開削による布設工法とする。 

管路の範囲  導水管、送水管及び配水管とし、配水池、ポンプなどの端部施

設との接続部までとする。 
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工   種 項  目 管理基準値(㎜) 
(参 考) 

規格値(㎜) 
測 定 基 準 

８ 

管 

水 

路 

工 

事 

エポキシ樹脂

塗装 外観 

塗装表面に異物の混

入、塗りむら、塗りも

れなどがあってはなら

ない。 

現場塗装全面を点検す

る。 

膜厚 

最低膜厚は別表カ又は

特別仕様書に規定する

膜厚を下回ってはなら

ない。 

現場塗装箇所 10 箇所に

つき１箇所測定するも

のとし、１箇所につき

12 点測定する。(天地左

右、縦断方向に各３点) 

ピンホー

ル 

火花の発生するような

欠陥があってはならな

い。 

現場塗装全面を点検す

る。 

付着性 

付着不良の欠陥があっ

てはならない。 
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工   種 項  目 管理基準値(㎜) 
(参 考) 

規格値(㎜) 
測 定 基 準 

８ 

管 

水 

路 

工 

事 

ジョイントコ

ート 焼損 

あってはならない。 ジョイントコート全数

を点検する。 

両端のめ

くれ 

有害な欠陥となる大き

なめくれがあってはな

らない。 

ふくれ 

ジョイントコートの両

端から 50mm 以内にふ

くれがあってはならな

い。 

工場被覆

部との重

ね代(a) 

片側 50 mm 以上 

ピンホー

ル 

火花の発生するような

欠陥があってはならな

い。 

ジョイントコート全数 

全面を点検する 

膜厚 
別表カのとおり 1.5 mm

以上 

ただし、加熱収縮後の

厚さとする。 

ジョイントコート施工

箇所 10 箇所につき 1 箇

所測定するものとし、 1

箇所につき 4 点測定す

る。 
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工   種 項  目 管理基準値(㎜) 
(参 考) 

規格値(㎜) 
測 定 基 準 

８ 

管 

水 

路 

工 

事 

シールド工事

（一次覆工） 

コンクリー

トセグメン

ト

鋼製セグメ

ント 

基準高(V) 

A◯±E

A  30 A◯±E

A  50 基準高、中心線のズレ

(直線部)、たわみ率につ

いては施工延長おおむ

ね 50ｍにつき１箇所の

割合で測定する。 

中心線のズレ(曲線部)

についてはおおむね 10

ｍに１箇所の割合で測

定する。 

上記未満は２箇所測定

する。 

中心線の

ズレ(e) 

直線部   ◯±  65 

曲線部   ◯± 100 

直線部  ◯± 100 

曲線部  ◯± 150 

施工延長 

◯－ E

A 0.1％、 

ただし延長 

150ｍ未満 A◯－ E

A 150 

たわみ率 A◯±E

A  3% A◯±E

A  5% 

シールド工事

（二次覆工） 

既製管覆工 

推進工事 

基準高(V) 

既製管挿入工 ◯±  20 

推進工事   ◯±  30 

◯± E

A  30 

A◯±E

A  50 

基準高、中心線のズレ

(直線部)については施

工延長おおむね 50ｍに

つき１箇所の割合で測

定する。 

中心線のズレ(曲線部)

についてはおおむね 10

ｍに１箇所の割合で測

定する。 

上記未満は２箇所測定

する。 

ジョイント間隔につい

ては１本毎に測定する。 

中心線の

ズレ(e) 

A◯±E

A  65 A◯±E

A 100 

ジョイン

ト 間 隔

(Z) 

別表イ、ウ及び別表エ

参照 

別表イ、ウ及び別

表エ参照 

施工延長 

A◯－E

A 0.1％、 

ただし延長 

200ｍ未満 A◯－ E

A 200 

たわみ率 A◯±E

A  3% A◯±E

A  5% 施工延長おおむね 50ｍ

につき１箇所を測定す

る。 

上記未満は２箇所測定

する。 

測定時期は、管据付時、

注入完了時とする。 
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別表イ 管水路（遠心力鉄筋コンクリート管）のジョイント間隔管理基準値 

（単位：㎜） 

呼び径(mm) 

JIS Ａ 5372 RC 管（B形管） JIS Ａ 5372 RC 管（NB形管） 

管理基準値 

(参考) 規格値 

管理基準値 （参考）規格値 8 管水路工事 

良質地盤 

8 管水路工事 

良質地盤 

150 

200 

250 

300 

350 

＋13  0 

＋13  0 

＋13  0 

＋12  0 

＋12  0 

＋20  0 

＋20  0 

＋20  0 

＋18  0 

＋18  0 

＋11  0 

＋11  0 

＋11  0 

＋10  0 

＋10  0 

＋15  0 

＋15  0 

＋15  0 

＋15  0 

＋15  0 

＋23  0 

＋23  0 

＋23  0 

＋23  0 

＋23  0 

400 

450 

500 

600 

700 

＋14  0 

＋14  0 

＋14  0 

＋15  0 

＋14  0 

＋21  0 

＋21  0 

＋21  0 

＋23  0 

＋21  0 

＋11  0 

＋11  0 

＋11  0 

＋13  0 

＋12  0 

＋19  0 

＋19  0 

＋19  0 

＋19  0 

＋19  0 

＋29  0 

＋29  0 

＋29  0 

＋29  0 

＋29  0 

800 

900 

1,000 

1,100 

1,200 

＋16  0 

＋17  0 

＋21  0 

＋22  0 

＋23  0 

＋24  0 

＋26  0 

＋32  0 

＋33  0 

＋35  0 

＋13  0 

＋15  0 

＋18  0 

＋19  0 

＋21  0 

＋19  0 

＋19  0 

－ 

－ 

－ 

＋29  0 

＋29  0 

－ 

－ 

－ 

1,350 ＋24  0 ＋37  0 ＋22  0 － － 

注）1. 管理基準値は接合時の値であり、４箇所の平均値とする。 

2. (参考)規格値は埋戻後の値であり、原則として４箇所のうち１箇所でもこの値を超えて

はならない。 

3. 接合時の測定は、原則として管の内から測定するものとする。ただし、呼び径 700 ㎜以下の

場合は、管の外から確認してもよい。また、埋戻後の測定は、原則として呼び径 800 ㎜以上に

適用する。 

なお、「埋戻後」とは、特に指示のない限り、舗装（表層、上層路盤、下層路盤）を除いた

埋戻完了時点とする。 

４．標準値は目地処理のため施工上必要な、本来開くべきジョイント間隔値を示している。規格

値及び管理基準値は下図に示す位置を測定するものとする。 

５．管の外面から測定する場合の測定位置は、施工管理記録様式に示す a’b’c’ｄ’とする。

〈参考〉ジョイント間隔測定位置を以下に示す。 

(1)内面から計測する場合 

Ｂ形及びＮＢ形    ＮＣ形 
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別表ウ 管水路（ダクタイル鋳鉄管）ジョイント間隔管理基準値

（単位：㎜） 

規  格 

JIS G 5526･5527 及び 

JDPA G 1027 

JIS G 5526･5527 及び 

JDPA G 1027・1029 

8 管水路工事 Ｋ形 8 管水路工事 Ｔ形（直管） 

呼び径(㎜) 
管理基準値 （参考）規格値 管理基準値 （参考）規格値 

75 

100 

150 

200 

250 

＋14  0 

＋14  0 

＋14  0 

＋14  0 

＋14  0 

＋19  0 

＋19  0 

＋19  0 

＋19  0 

＋19  0 

＋11  0 

＋11  0 

＋11  0 

＋10  0 

＋10  0 

＋16  0 

＋16  0 

＋16  0 

＋14  0 

＋14  0 

300 

350 

400 

450 

500 

＋14  0 

＋22  0 

＋22  0 

＋22  0 

＋22  0 

＋19  0 

＋31  0 

＋31  0 

＋31  0 

＋31  0 

＋16  0 

＋16  0 

＋16  0 

＋16  0 

＋20  0 

＋24  0 

＋24  0 

＋24  0 

＋24  0 

＋30  0 

600 

700 

800 

900 

1,000 

＋22  0 

＋22  0 

＋22  0 

＋22  0 

＋25  0 

＋31  0 

＋31  0 

＋31  0 

＋31  0 

＋36  0 

＋20  0 

＋20  0 

＋20  0 

＋25  0 

＋25  0 

＋30  0 

＋30  0 

＋30  0 

＋40  0 

＋40  0 

1,100 

1,200 

1,350 

1,500 

1,600 

＋25  0 

＋25  0 

＋25  0 

＋25  0 

＋25  0 

＋36  0 

＋36  0 

＋36  0 

＋36  0 

＋40  0 

＋25  0 

＋25  0 

＋25  0 

＋25  0 

＋25  0 

＋40  0 

＋50  0 

＋50  0 

＋60  0 

＋70  0 

1,650 

1,800 

2,000 

2,100 

2,200 

＋25  0 

＋25  0 

＋25  0 

＋25  0 

＋25  0 

＋45  0 

＋45  0 

＋50  0 

＋55  0 

＋55  0 

＋25  0 

＋25  0 

＋25  0 

－  － 

－  － 

＋70  0 

＋80  0 

＋90  0 

－  － 

－  － 

2,400 

2,600 

＋25  0 

＋25  0 

＋60  0 

＋70  0 

－  － 

－  － 

－  － 

－  － 

注）1. 管理基準値は接合時の値であり、４箇所の平均値とする。 

2. (参考)規格値は埋戻後の値であり、原則として４箇所のうち１箇所でもこの値を超えて

  はならない。 

3. 接合時の測定は、原則として管の内から測定するものとする。ただし、呼び径 700 ㎜以下の

場合は、管の外から確認してもよい。また、埋戻後の測定は、原則として呼び径 800 ㎜以上に

適用する。  

  なお、「埋戻後」とは、特に指示がない限り、舗装（表層、上層路盤、下層路盤）を除いた埋

戻完了時点とする。 

4. 管の外面から測定する場合の測定位置は施工管理記録様式に示す a’b’c’d’とする。

5. ダクタイル鋳鉄管のうち、K形管・T 形管のジョイント間隔測定位置及びＵ形管の標準値は下

図のｙ寸法である。ｙの測定位置は、鋳鉄層とモルタルライニング層の境界部を目安とする。 

  Ｋ形管                 Ｔ形管  
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6. JDPA G 1027  
300 2,000 K 300 2,600  

JDPA G 1029  
250 700 800 2,600 

 JDPA G 1027 JIS G 
5527  

7. JIS G 5527 JIS G 5526

8..
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別表エ 管水路（強化プラスチック複合管）ジョイント間隔管理基準値 

（単位：㎜） 

規 格 
ＪＩＳ Ａ 5350 

Ｂ 形 及 び Ｔ 形 

呼び径 

(㎜) 
標準値 管 理 基 準 値 

（参  考） 規  格  値 

良  質  地  盤 軟 弱 地 盤 

200 

250 

300 

350 

400 

0 

0 

0 

0 

0 

＋10 

＋10 

＋10 

＋10 

＋10 

－ 5(0) 

－ 5(0) 

－ 5(0) 

－ 5(0) 

－ 5(0) 

＋ 33 

＋ 33 

＋ 38 

＋ 38 

＋ 43 

－ 33(0) 

－ 33(0) 

－ 38(0) 

－ 38(0) 

－ 43(0) 

＋22 

＋22 

＋25 

＋25 

＋28 

－22(0) 

－22(0) 

－25(0) 

－25(0) 

－28(0) 

450 

500 

600 

700 

800 

0 

0 

0 

0 

0 

＋10 

＋15 

＋15 

＋15 

＋15 

－ 5(0) 

－10(0) 

－10(0) 

－10(0) 

－10(0) 

＋ 43 

＋ 53 

＋ 53 

＋ 53 

＋ 53 

－ 43(0) 

－ 52(0) 

－ 52(0) 

－ 52(0) 

－ 52(0) 

＋28 

＋35 

＋35 

＋35 

＋35 

－28(0) 

－34(0) 

－34(0) 

－34(0) 

－34(0) 

900 

1,000 

1,100 

1,200 

1,350 

0 

0 

0 

0 

0 

＋15 

＋20 

＋20 

＋20 

＋20 

－10(0) 

－15(0) 

－15(0) 

－15(0) 

－15(0) 

＋ 53 

＋ 53 

＋ 53 

＋ 53 

＋ 53 

－ 52(0) 

－ 51(0) 

－ 51(0) 

－ 51(0) 

－ 51(0) 

＋35 

＋35 

＋35 

＋35 

＋35 

－34(0) 

－33(0) 

－33(0) 

－33(0) 

－33(0) 

1,500 

1,650 

1,800 

2,000 

2,200 

0 

0 

0 

0 

0 

＋20 

＋25 

＋25 

＋25 

＋25 

－15(0) 

－20(0) 

－20(0) 

－20(0) 

－20(0) 

＋ 53 

＋ 80 

＋ 80 

＋ 95 

＋ 95 

－ 51(0) 

－ 77(0) 

－ 77(0) 

－ 92(0) 

－ 92(0) 

＋35 

＋53 

＋53 

＋63 

＋63 

－33(0) 

－50(0) 

－50(0) 

－60(0) 

－60(0) 

2,400 

2,600 

2,800 

3,000 

0 

0 

0 

0 

＋25 

＋25 

＋25 

＋25 

－20(0) 

－20(0) 

－20(0) 

－20(0) 

＋113 

＋113 

＋128 

＋128 

－110(0) 

－110(0) 

－125(0) 

－125(0) 

＋75 

＋75 

＋85 

＋85 

－72(0) 

－72(0) 

－82(0) 

－82(0) 

注）1. 管理基準値は接合時の値であり、４箇所の平均値とする。 

2. (参考)規格値は埋戻後の値であり、原則として４箇所のうち１箇所でもこの値を超えてはな

らない。 

3. 測定は、原則として管の内から測定するものとする。ただし、呼び径 700 ㎜以下の場合は、

管の外から測定してもよい。また、埋戻後の測定は、原則として呼び径 800 ㎜以上に適用する。 

なお、「埋戻後」とは、特に指示がない限り、舗装（表層、上層路盤、下層路盤）を除いた

埋戻完了時点とする。 

4. 管の外面から測定する場合の測定位置は、施工管理記録様式に示すａ’ｂ’ｃ’ｄ’とする。

5. 継手部の標準断面は次ページのとおりであり、標準値は図の寸法ｙである。なお、基準線に

対し抜け出し側を(＋)、入り込み側を(－)とする。また、管理基準値等のうち( )内数値は、

点線で示した形状の管に適用する。 

6. Ｄ形の場合は、受口側と挿口側を各々測定する。
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別表カ 塗覆装の方式及びその厚さ 

種 別 塗  覆  装  方  式 最小厚さ（㎜） 

直管 

テーパ付き 

直管 

異形管 

【内面塗装】 

「水輸送用塗覆装鋼管－第 4部：内面エポキシ樹脂塗装 

（JIS G 3443-4）」 

溶剤形エポキシ樹脂塗装 

0.5 ㎜以上 

(「農業用プラスチック

被覆鋼管（ＷＳＰ Ａ－

101－2009）」による) 

【外面塗装】 

「水輸送用塗覆装鋼管－第 3 部：長寿命形外面プラスチック

被覆（JIS G 3443-3）」 

2.0 ㎜以上 

現場溶接部 【内面塗装】 

「水輸送用塗覆装鋼管－第 4部：内面エポキシ樹脂塗装 

（JIS G 3443-4）」 

溶剤形エポキシ樹脂塗装 

0.5 ㎜以上 

(「農業用プラスチック

被覆鋼管（ＷＳＰ Ａ－

101－2009）」による) 

【外面塗装】 

「水道用塗覆装鋼管ジョイントコート（ＷＳＰ 012－2010）」 プラスチック系の場合 

基 材：1.5 ㎜以上 

粘着材：1.0 ㎜以上 

備考１． 制水弁室、スラストブロック等貫通部の外面塗覆装は、原則としてプラスチック被覆とす

る。 

  なお、スチフナーについても同様とするが、同部の被覆厚さについては規定しない。 

  ただし、フランジ等外面部でプラスチック被覆の施工ができない場合は水道用液状エポキ

シ樹脂塗料塗装とし、塗膜厚 0.5mm 以上とする。  

２． 継手部の外面塗覆装は、「水道用塗覆装鋼管ジョイントコート(WSP 012)」プラスチック系

を基本とする。なお、施工条件等やむを得ない理由により、プラスチック系が使用できない

場合は、ゴム系を使用する。ただし、ゴム系の最小厚さは、1.5mm とする。 
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